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研究成果概要 

 
 加速器実験の結果より、シミュレーション中のニュートリノ反応モデルを以下のように変更した。 
 
① 核子の運動モデルをFermi gas modelからNieves et al.らが提唱するLocal Fermi gas model + R

PA correction に変更した。 
② Multi-nucleon 反応において、Hadron tensor 入力が可能になった。 
③ 深非弾性散乱において、CKM matrix が含まれた。また、Bodek-Yang correctionが更新され、反応

後の粒子のmultiplicityがチューニングされた。 
④ Coherent pi productionにおいて、Berger-Segal modelが導入された。 
 
加速器実験の結果を取り込んだことにより、より精度の高い大気ニュートリノのシミュレーションが可
能となった。 
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